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希 望 を つ な ぐ 
 




 2012年 3月 11日に東日本大震災がおきた直後の私の気持ちでした。 









































































することになりました。しかし、発足メンバー6 名中東京在住者は 3 名しかおらず（残り 3
名は、広島・愛知・三重）人手が足りないだろうと、配布ボランティアを募集することにな









































































































の SNS を利用することにしました。cafe2 は特に人気が高かったのですが、SNS は苦手意識
がある人も多く、移行するなら利用しないと反対した人もいました。ところが 500 名以上い
た利用者のうち SNS に移行してからも 400 名近くは再登録されています。やはり、お母さん
たちにとって cafe のように、疎開に特化した場が貴重だということを再認識しました。mixi












































































































だけもってくれば疎開できるという環境をつくり、2011 年夏休みだけで 10 数組（30 名以
上）を受け入れることに成功しました。A 社の社宅は、家電家具付の部屋を 4 部屋提供して


































































2012 年夏休みにキャンプの企画に関わったのですが、4 泊 5 日で宿泊できる場所、バーベ













した。2012 年 9 月に立ち上がり、現在はまだ全国各地の支援者に呼びかけて、つながりを広
げることに力をいれていますが、8 つのワーキンググループでそれぞれの特性や経験を生か
した活動を連携していくことを目的としています。移住疎開支援、保養支援以外にも、避難
者支援法に特化したグループ、福島県内のローテーション保養、相談会、などのグループが
あり、メンバーがそれぞれいずれかのグループに属し活動をしています。協議会に参加する
にはある程度実績が必要ですが、その他にも「交流広場」という支援者のための敷居の低い
交流の場を設置し、そこでそれぞれの活動紹介や相談などもできるようにしています。ま
だ、メンバーは募集している段階なので 50 人程度ですが、今後はもっと増やしていきたいと
思います。まだまだ受け入れ支援は必要なのですが、公的支援は減る一方です。そんな中、
こうして民間の地域の支援者たちが全国規模で連携するということで不安をお持ちの方々へ
希望をつないでいきたいと思います。 
 
あとがき 
 専門家でもなく、仕事と家庭を持った一般人の私でも「一歩」踏み出したことでたくさん
の人と繋がることができました。思い返すと、毎日毎日未知の課題に直面しながら、目の前
のことに必死でしたし、最初に述べたように、始めから大規模なネットワークを作ろうなど
とは思っていなかったのです。結果的にこうして全国規模のネットワークとして機能してい
る背景には、たくさんの知人や地域の人とのつながり、ネットを通して活動に共感してくれ
た仲間とのつながり、そして何より相談者のみなさんとのつながりがあるのです。声を上げ
れば、人はつながっていけるのだということを実感させていただきました。小さなことで
希望をつなぐ 
93 
も、実行に移してみることで、このように意外な結果になることもあるのです。希望を失わ
ず今後も「できること」を続けていきたいと思います。 
 
参考情報 
母子疎開支援ネットワーク「hahako」：http://hahako-net.jimdo.com/ 
ソカイノワ～疎開の輪～：http://sokainowa.jimco.com/ 
支援ねっと＠みえきた：http://shien-net-mie.jimdo.com/ 
311受入全国協議会（通称：うけいれ全国）：http://www.ukeire.net/ 
 
